
2024 年度 酪総研シンポジウム 

今こそ飼料の国産化を！ PartⅢ 

～次の一手を考える～ 

開催日時：2025 年 1 月 30 日（木）13:00～17:00 

開催場所：ハイブリッド開催 

実開催会場：ＴＫＰ札幌駅（北口）カンファレンスセンター 

ＷＥＢ視聴：Ｚｏｏｍウェビナー Live 配信 

雪印メグミルク株式会社 酪農総合研究所 
〒065-0043 札幌市東区苗穂町 6-1-1 

TEL：011-704-2131 

FAX：011-704-2417 
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2024 年度 酪総研シンポジウム 次第 

 

 

１．開  会                             13：00 

 

２．主催者挨拶                            13：00～13：05 

雪印メグミルク株式会社 常務執行役員 酪農総合研究所長 戸邉 誠司 

 

３．講  演 

 

講 演 １                             13：05～13：50 

「トウモロコシ生産へのあくなき挑戦 ～美野里酪農協コントラクター事業の取り組み～」 

 美野里酪農業協同組合（茨城県小美玉市） 総務部長 潮田 寛見 氏 

利用・生産指導係長 野村 英貴 氏 

 

 

講 演 ２                             13：50～14：35 

「チモシー 一辺倒からの転換が今こそ必要 ～ヨーロッパに学ぶ具体的手法～」 

               ホクレン農業協同組合連合会 酪農畜産事業本部 畜産生産部  

技監 岩渕 慶 氏 

 

 

講 演 ３                             14：35～15：20 

「温暖化に対応する自給飼料生産技術」 

 雪印種苗株式会社 事業本部 トータルサポート室 

担当部長 佐藤 尚親 氏 

 

 

【休憩 15：20～15：30】 

 

 

４．総合討議（質疑応答）                       15：30～17：00 

 

座   長： 帯広畜産大学 生命食料科学研究部門 教授 花田 正明 氏 

 パネリスト： 講演者 ４ 名 

 

 

５．閉  会                             17：00 

 





 

 

 

「トウモロコシ生産へのあくなき挑戦 

   ～美野里酪農協コントラクター事業の取り組み～」 

美野里酪農業協同組合 

      代表理事組合長 朝倉 実行 氏 

総務部長 潮田 寛見 氏 

利用・生産指導係長 野村 英貴 氏 

 

美野里酪農業協同組合のある小美玉市は、茨城県のほぼ中央部に位置し、人口 48.8 万人東京都

心から北東へ約 80km となっています。また北へ 20km の距離に県庁所在地の水戸市、南西へ 20km

の距離に学園都市つくば市があり、南部は霞ヶ浦に接しています。地表は概ね関東ローム層に覆

われ、起伏も少なくほぼ平坦な地形であり面積は 140.21 ㎢ となっています。小美玉市は、2006

年３月 27日に、東茨城郡小川町・美野里町、新治郡玉里村が合併して誕生しました。  

 

始まりは、昭和 10 年に日本国民高等学校の卒業生を中心とする皇国農民団が生れ、団の綱領と

する健民愛土の精神に基づき実践行動として畜産対策が推進された時代で、昭和11年１月12日、

乳牛飼養者及び委託者、さらに朝鮮牛改良和種（いわゆる褐色和種＝あか牛）飼養者が一団とな

って、人と家畜と土地の三位一体の経営を、協同の力で推進することを目的として｢堅倉村畜牛組

合｣が結成されました。初代組合長には外之内光男、副組合長には風野貞信、井坂太郎兵衛が就任

し、昭和 12 年５月 17 日には、牛乳処理所の開所式を行い、高温殺菌による市乳販売を開始。こ

の時の組合員は 132 名、乳牛頭数は 180 頭です。さらに昭和 14 年６月 23 日種牡牛舎が完成し昭

和 18年４月、第７回通常総会で名称を「堅倉村酪農組合｣と改称。  

 

戦後、昭和 23 年４月５日石岡酪農業協同組合が設立され（初代組合長は風野貞信、昭和 32 年

総会で組合長は外之内光男となり昭和 34 年まで）、昭和 26 年より堅倉村酪農組合もその一支部と

して活躍を続け、昭和 31年に堅倉村と竹原村との合併により美野里村が誕生したので美野里村酪

農組合と改名。昭和 32 年、堅倉地区 100 石（18,200kg）集乳達成祝賀式を開催。 この頃、石岡

酪農協の活動は活発となり、支部独自の活動や事業はほとんど出来ませんでした。  

 

昭和 36 年 10 月 10日、ＣＳの問題をめぐり 140 名の声明書により石岡酪農協を脱退して新しい

組織を結成し、雪印乳業千葉工場へ出荷することとなり、同年 12 月 16 日、美野里酪農業協同組

合の設立総会を開き再出発しました。昭和 37 年４月６日設立認可、５月８日法人登記。組合員 166

名、乳牛頭数 481 頭、初代組合長に外之内光男、副組合長に藤枝弘一が就任。生産においては「土

づくり・草づくり・牛づくり」を理念とし、特に自給飼料に力を入れ、昭和 37年に大型共同利用

機械を導入して以来、年々施設の増強を進めてきました。特に平成元年には自走式ハ－ベスタ－

を導入し、収穫作業の効率化と粗飼料生産の一貫作業体系を確立し、生産者の規模拡大による需

要増加に応えるべく内部体制を変化させながら、全国でも稀な組合組織でのコントラクター事業

に取り組んでおります。 

 

講演１ 



















 

 

 

「チモシー 一辺倒からの転換が今こそ必要 

          ～ヨーロッパに学ぶ具体的手法～」 

ホクレン農業協同組合連合会 

   酪農畜産事業本部 畜産生産部 

技 監（農学博士） 岩渕 慶 氏 

 

今日の最大の課題は、低コストでの生乳生産体系の確立であり、近年の酪農情勢からも大きく要請さ

れている。何よりも自給飼料をより多く積極的に活用することがコスト低減に有効な手段となる。ここでは、

草地の植生をより良く維持するための施肥方法とともに、近年の強害雑草の侵入・繁茂および気象変化

から今後の牧草栽培の在り方について、欧州の状況と絡めながら解説を試みる。  

  

分げつを理解し適切な施肥を行う  

良好な草地へは更新による転換とともに、雑草との競合に負けないよう牧草を強健・旺盛にし多収を得

るため適切な施肥管理が必要である。早春施肥は一年で最も収量の多い１番草を最大にするため、出穂

茎を可能な限り多く発生させるよう可能な限り早く行うことが鍵である。それ以後の追肥は、翌年の 1 番草

を構成する分げつがチモシーでは 1 番草収穫後に、オーチャードグラスでは秋に発生するため、これら

時期に的確に適切な量を施肥しなければならない。  

  

牧草栽培の変化  

北海道では近年強害な雑草が侵入・繁茂している。また、夏の高温・少雨によりチモシーの夏枯れや

再生不良がみられ、牧草生産にとって大きな影響が生じている。そのようなことから、これまでのチモシー

を軸としたものから他の草種を積極的に混ぜて栽培する動きが出てきた。競合力の強いオーチャードグラ

スやペレニアルライグラス等を混播することにより、雑草の侵入を低く抑え維持していること、土壌の乾湿

に適する草種が優占して定着し牧草地を維持していることなどが、現地調査により見えてきた。播種割合

はそれぞれの試行であるが、今後安定的な牧草生産のために、地域や利用目的等の諸条件に対応する

よう複数種を混播し、草地に多様性を持たせることも有効と考える。  

  

欧州における牧草栽培  

いずれの国も複数種のイネ科牧草とマメ科牧草を一緒に混ぜて播く「多草種・多品種混播」が基本で

ある。利用目的（採草、放牧）や土壌条件（乾湿、高地）等に応じた多くの混播組合せが揃えられている。

また、利用年限が 3 年程度と短いことも特徴的であった。これらの仕組みや考え方の中心には輪作体系

（ローテーション）がキーワードとして存在しており、草地が草地として存在するのではなく、麦類などとの

輪作体系の中に牧草が位置付けられている。  

  

北海道は世界的に見ても気象条件は厳しく、標高差、降雨・降雪量、台風襲来など欧州などとは大き

な違いがある。一筋縄ではないことは多言要せずとも明らかではあるが、天候や地域の環境条件など

様々な要素にマッチした多様な草種を用いた混播は今後の自給飼料生産を検討する上で一考に値する

と考える。  

講演２ 























 

 

 

「温暖化に対応する自給飼料生産技術」 

雪 印 種 苗 株 式 会 社 

    事業本部 トータルサポート室 

担当部長 佐藤 尚親 氏 

2023 年と 2024 年の夏の気候は観測史上最高の平均気温が２年続いた猛暑でした。

この気候は、平年値に近かった 10 年前（2014 年）と比べると、「根釧・天北地

域」、「根釧・天北地域以外の北海道」、「北東北」、「南東北および北関東」、

「南関東以西」の地域ブロックに分けて考察してみると、ひとつ南の地域ブロック

の気温が北上した状況になっていました。 

この様な状況下で、通常から寒地型牧草が「夏枯れ」する気候が北上してきた北

東北では、かつてないほどの大規模な「夏枯れ」が発生したため、被害程度を３つ

の区分に分類して対応を続けています。「根釧・天北地域以外の北海道」において

も、かつて北東北で発生していた「チモシーの夏枯れ」が発生し、牧草地の修復が

必要な場所も現れ始めました。関東より西では高温に加えて降雨や台風等のタイミ

ングを考えて、作付け体系や方法の工夫が必要になってきました。 

牧草地では、耐暑性「品種」等で対応しきれない変化の場合は、「草種」の変更

を余儀なくされます。草地更新における雑草の繁茂や、自給飼料不足のリスクが考

えられる場合は、短い生育期間で収量を確保できる単（または短）年生の飼料作物

等を導入した体系が必要となります。また、北海道や北日本においても暖地型飼料

作物の導入が拡大しつつあります。環境耐性に優れた草種を混ぜて「多草種混播」

によりリスクヘッジを試みるのも良いと思います。飼料用トウモロコシでは、収量

の確保と過熟や病害を避けるため、品種の晩生化が進んでいます。 

一方、温暖化に伴い、虫害や難防除な雑草が拡大（北上）しています。これらの

障害に対して、薬剤効果の検討や、暖地型飼料作物を導入して対処していく技術も

開発されています。 

生産資材や運賃の価格が高騰している背景の中、遠くの粗飼料を購入して運搬する

のは、酪農・畜産経営にとって最も非効率な要因と考えます。粗飼料を自給して確保

するため、様々な方法を活用していく必要を感じます。飼料用稲 WCS の利用拡大や、

飼料用大豆 WCS 生産技術の検討もその一つと考えて取り組んでおります。 

 

 

 

 

 

講演３ 



























 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   酪総研シンポジウムにご参加された皆様へ  

本日はご多忙の中、酪総研シンポジウムにご参加頂きまして 

誠にありがとうございました。今後の酪総研シンポジウム運営 

についてのアンケート調査にご協力をお願い致します。 

つきましては、右記の二次元コードより本日の講演全般につい 

てご意見・ご感想をご記入頂ければと思います。 

約３分程の簡単な項目ですので皆様のご協力の程、よろしくお 

願い致します。 
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